
外国報道関係者招へい

 外国報道関係者を個別又はグループで日本に招へいし、政治、
経済、文化等の幅広い分野における最新の日本事情等に関す
る視察、有識者へのインタビュー、政府関係者によるブリーフィ
ング、地方訪問等の取材機会を提供。

 日本政府の立場・政策や、日本の実情を正確に伝える報道を
促すことで、国際社会における対日理解を促進し、日本にとっ
て好ましい国際世論を醸成する。また、外国メディアとの関係を
強化し、親日派の関係者を育成する。

１．概要

 期間
本邦着・発日を含めて最長８泊９日。

 滞在プログラム

日本の政策広報上の重点課題や外交行事、記者の具体的な
要望等を考慮して作成。通訳圏エスコートが同行。

 経費
招へいに要する航空賃、本邦滞在費は外務省が負担。

２．接遇

 令和４年度は１２か国１２名の記者を招へいし、オンライン取材
を８件実施予定。令和３年度は、１か国１名を招へいし、２５件
の記事が掲載された。また、オンライン取材を３５件実施し、８
７か国２７４名が参加し、１３９件の記事が掲載された。令和２
年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、招へいの
代わりにオンライン取材を８件実施し、８カ国１５名が参加し、２
３件の記事が掲載された。令和元年度は、２８か国４３名を招
へいし、１５９件の記事が掲載された。

３．近年の実績

【令和５年度予算案：２９百万円の内数】

外務省

見出し：「和食と酒とのデート」
インド記者による和食料理研究家・

日本酒ソムリエへの取材

見出し：「日本は次世代列車
技術を生み出す」

トルコ記者によるリニア技術の取材



 世論形成に影響力のある諸外国のテレビ局取材チームを日
本に招へいし、最新の日本事情等に関する視察、有識者へ
のインタビュー、政府関係者によるブリーフィング、地方訪問
等の取材機会を提供。

 日本の実情を正確に伝えるテレビ番組を制作・放映させるこ
とで、当該国をはじめ国際社会における対日理解・対日感情
を一層向上させ、日本にとって好ましい国際世論を醸成する。

 期間
本邦着・発日を含めて最大７泊８日。

 滞在プログラム
日本の政策広報上の重点課題や外交行事、テレビチームの
具体的な要望、当該国での発信ニーズ等を考慮して作成。
通訳・制作主任（委託業者）が同行。

 経費
招へいに要する航空費、本邦滞在費は外務省が負担。滞在
プログラムには当省手配の制作現場責任者・通訳が同行。

２．接遇

 令和４年度はカンボジアのテレビチームを招へい予定。令和３年
度はタイのテレビチームによるオンライン取材、令和２年度はトル
コのテレビチームによるオンライン取材を実施。令和元年度は
ポーランド、平成３０年度はメキシコのテレビチームを招へい。

外務省

平成３０年度メキシコTV局・アステカTV
（日墨外交関係樹立１３０周年の機会を
捉え招へい）
【和食、雲楽釜、漫画、ロボット等を発信】
日墨友好関連施設、産官学におけるメキ
シコとの協力関係、東日本大震災からの復興、
東京オリパラ、クールジャパン、地方の魅力
（島根・鳥取）等の取材・インタビューを実施。
訪日取材に基づき、１１日間に亘り日本特集
番組が放映され（延べ放送時間１１５分）、
うち４件がクールジャパン関連の特集。

令和元年度ポーランドTV局・ＴＶＮ社
（日・ポーランド国交樹立１００周年の
機会を捉え招へい）
【和食、農産物、先端技術等を発信】
同国と所縁のある愛媛県にて、１００周年
ドキュメンタリー番組を撮影。その合間に、伊方町
のみかん農家やシロウオ踊り食いを取材・収録。
豊洲市場、包丁職人等の映像も交えて日本食
紹介番組「Japan on the Plate」（４５分）
を放映。１００周年特集番組（６０分）やその
他の番組内でも、両国関係に加え、日本在住
ポーランド女性棋士・アニメ技術者、愛情系
ロボット等が紹介された（延べ放映時間２２５分）。

日本特集番組制作支援事業 【令和５年度予算案：４．９百万円の内数】

１．概要 ３．近年の実績



インターネット上の海賊版対策 【令和５年度予算案：知的財産権侵害対策費１２百万円の内数】
外務省

【過去の実施公館（開催地赤字）】
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R2 R3

印大
ｺﾙｶﾀ総
ﾑﾝﾊﾞｲ総
ﾁｪﾝﾅｲ総
ﾊﾟｷｽﾀﾝ大
ﾊﾞﾝｸﾞﾗ大
錫大

中国大
重慶総
広州総
上海総
瀋陽総
香港総
青島総
大連総

亜代表
タイ大
尼大
比大
ﾌﾞﾙﾈｲ大
越大
馬大
老大
柬大
緬大
星大
中国大
香港総

中国大
重慶総
広州総
上海総
瀋陽総
香港総
青島総
大連総

亜代表
タイ大
尼大
比大
越大
馬大
星大
印大

中国大
重慶総
広州総
上海総
瀋陽総
香港総
青島総

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ大
ｻﾝﾊﾟｳﾛ総
(3月)
リオ総
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ大
チリ大
ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ大
ペルー大
ﾎﾞﾘﾋﾞｱ大
ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大

インド大(2月)
ｺﾙｶﾀ総
ﾁｪﾝﾅｲ総
ﾑﾝﾊﾞｲ総
ﾊﾟｷｽﾀﾝ大
カラチ総
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ大
ｽﾘﾗﾝｶ大
ﾈﾊﾟｰﾙ大
ﾀｲ大
星大

ロ シ ア 大 (2
月)
ｳﾗｼﾞｵｽﾄｸ総
ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ大
ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ大
ﾍﾞﾗﾙｰｼ大
ｳｸﾗｲﾅ大
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ大
イラン大
中国大

ド バ イ 総
(12月)
ア首連大
サウジ大
エジプト大
ﾅｲｼﾞｪﾘｱ大
トルコ大
ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ総

オンライン
(12)
中国大
重慶総
広州総
上海総
瀋陽総
香港総
青島総
大連事務
所

オンライン(11
月)
ブラジル大
リオ総
ｻﾝﾊﾟｳﾛ総
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ大
チリ大
ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ大
ペルー大
ボリビア大
ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大
ｴｸｱﾄﾞﾙ大
ﾄﾞﾐﾆｶ共和国大
ｺﾛﾝﾋﾞｱ大
パナマ大
メキシコ大

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ大
ｻﾝﾊﾟｳﾛ総
リオ総
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ大
ｳﾙｸﾞｱｲ大
チリ大
ペルー大
ﾎﾞﾘﾋﾞｱ大

ｱ首連大
ドバイ総
イラン大
ｵﾏｰﾝ大
イラク大
ｶﾀｰﾙ大
ｸｳｪｰﾄ大
サウジ大
トルコ大
ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ総
ﾊﾞｰﾚｰﾝ大
ﾖﾙﾀﾞﾝ大
ｱﾙｼﾞｪﾘｱ大
ﾓﾛｯｺ大
ｴｼﾞﾌﾟﾄ大

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ大
ｻﾝﾊﾟｳﾛ総
リオ総
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ大
チリ大
ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ大
ペルー大
ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ大
ﾒｷｼｺ大
パナマ大

ｱ首連大
ドバイ総
イラン大
ｵﾏｰﾝ大
イラク大
ｶﾀｰﾙ大
ｸｳｪｰﾄ大
サウジ大
トルコ大
ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ総
ﾊﾞｰﾚｰﾝ大
ﾖﾙﾀﾞﾝ大
ｱﾙｼﾞｪﾘｱ大
ﾓﾛｯｺ大
ｴｼﾞﾌﾟﾄ大

亜代表
タイ大
比大
ﾌﾞﾙﾈｲ大
越大
馬大
老大
柬大
緬大
星大
印大

露大
ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙ
ﾌﾞﾙｸ総
ｳｸﾗｲﾅ大
白露大
ｳｽﾞﾍﾞｸ大
ｶｻﾞﾌ大
ﾀｼﾞｸ大

ｱ首連大
ドバイ総(3
月)
イラン大
イラク大
サウジ大
トルコ大
ｴｼﾞﾌﾟﾄ大
中国大

南ア大
ｹｰﾌﾟﾀｳﾝ領(3
月)
ｱﾝｺﾞﾗ大
ｳｶﾞﾝﾀﾞ大
ｴﾁｵﾋﾟｱ大
ガーナ大
ケニア大
ｻﾞﾝﾋﾞｱ大
ﾀﾝｻﾞﾆｱ大
ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ大
ﾏﾗｳｲ大

メキシコ大(3
月)
パナマ大
ｸﾞｱﾃﾏﾗ大
ﾄﾞﾐﾆｶ共大
ｺﾛﾝﾋﾞｱ大
ｴｸｱﾄﾞﾙ大
ｱﾙｾﾞﾝﾘﾝ大
ｻﾝﾊﾟｳﾛ総
リオ総

タイ大(1
月)
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大
スラバヤ総
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ大
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ大
ﾐｬﾝﾏｰ大
ﾏﾚｰｼｱ大
ベトナム大
中国大
上海総

オンライン
(3月)
タイ大
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ大
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ大
星大
東ﾃｨﾓｰﾙ大
ブルネイ大
ベトナム大
ﾏﾚｰｼｱ大
ラオス大

オンライン(2月)
ア首連大
ドバイ総
イスラエル大
サウジ大
ジッダ総
トルコ大
ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ総
エジプト大
モロッコ大
イラン大

露大
ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃ
ﾙﾌﾞﾙｸ総
ｳｸﾗｲﾅ大
白露大
ｷﾙｷﾞｽ大
ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ
大

Honda
/JTI

日産
/NGK楽天

/CODA

ヨネックス/電装
講演：トヨタ,現
地法律事務所
訪問：パイオニ
ア、ブリジストン

ブラザー工業
三ツ星ベルト

ブラザーインター
ナショナル
中東NGKスパー
クプラグ

知的財産担当官会議：
• 日本企業が現地で直面する海賊版・模倣品問題や知的財産の保護に関する問題に対して、在外公館の知的財
産担当官の対応力強化を目的に、模倣品・海賊版の多発地域を対象に毎年２回開催

• 本省の方針伝達、現地被害状況に関する報告、適切な現地での体制構築に関する意見交換等を実施

＊知的財産担当官：海外における日系企業の知的財産関連相談の対応窓口として、ほぼ全ての在外公館に設置。日本企業が
現地で直面する海賊版・模倣品問題や知的財産の保護に関する問題に対して、必要に応じて相手国政府への申入れ、要望伝達、
相手国政府機関等への仲介等を実施。
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